
様式２ 
 
 

業務監査実施結果報告書  

事業者名 立山黒部貫光株式会社 実施期間 令和６年１０月２３日～２４日 

検査箇所 立山黒部貫光株式会社 

監査項目 取組状況 所    見 所見に対する回答 

 
１． 列車運休に伴う 

情報提供 
○提供する情報内容 
 
 
 
○ＨＰ、ＳＮＳ等による 
 情報提供 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○駅頭における 
運行情報の掲示 

 
 
 
 

 
・遅延の発生状況、被害の具体的な状
況、点検・復旧作業の進捗状況、運転再
開見込み、振替輸送の実施といった利用
者の行動判断に資する情報を提供して
いる。 
 
・ WEB サイトは外国語版（英語・中国語
２種類・韓国語・タイ語・ベトナム語・
インドネシア語・ドイツ語・フランス語）
９言語を公開し、スマートフォン等によ
り随時情報確認が可能。緊急時の運行情
報は随時更新し、予め用意した文例によ
り、３か国語（日・英・中）にて提供し
ている。運行情報、緊急情報はトップペ
ージに目立つよう掲載している。 
・富山県側の入込駅となる立山駅、長野
県側の入込駅となる扇沢駅の当日券販
売状況をリアルタイムで公開しており、
乗車券の販売制限は、事前告知と当日の
情報をトップページで公開している。 
 
 
・各駅の改札付近に設置しているディ
スプレイにて、５か国語（日・英・中２
種・韓）による「発車時刻」、「各種情報
案内（インフォメーション）」、「ライブ
映像」を提供し、立山駅、室堂駅、黒部
湖駅設置ではタッチパネル対応モニタ

 
 
 
 
 
 
 
・ホームページにて９言語の表示を
確認し、緊急時の案内については 
現地にて文例を確認した。 
・当日券の販売状況について立山駅
の案内表示を確認した。 
・紙媒体による一部のパンフレット
などについては、英語・ベトナム語・
韓国語・繁体字での配布を確認し
た。 
 
 
 
 
 
 
 
・タッチパネル対応モニターについ
ては、立山駅と室堂駅において、実
際に操作のうえ、５か国語による情
報提供が行われていることを確認
した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
・引き続き、情報提供の向上を図ってまいり
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・引き続き、情報提供の向上を図ってまいり
ます。 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
○駅構内における 
案内放送 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○車内における案内放送 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．計画運休に伴う 

情報提供 
 
 
 
 
 
 
 
 

ーによる情報提供も実施している。 
また、緊急時の情報はテロップ等を追加
している。 
 
 
・駅構内の案内放送は日本語のみで、一
部の駅は２～４か国語の自動放送があ
るが、他は駅員による口頭案内としてい
る。また、富山県側の入込駅となる立山
駅には案内センターを設置し、英語・中
国語対応可能な案内係が常駐している。
また、各駅にポケトークを用意し活用し
ている。 
緊急時には対応マニュアルのひな形を
もとに２か国語（日・英）による案内放
送を実施している。 
 
 
・車内は運行時間が短いので、観光ガイ
ド等の自動音声案内を２か国語（日・英）
にて放送している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・これまでに計画運休の経験は無いが、
緊急時における規定や内規で対応方針
を定めており、関係機関等に Biz-fax に
よる一斉送信を行うことができる連絡
体制を確立している。また、各運輸区（無
軌条電車、鋼索鉄道、普通索道、一般乗
合旅客自動車）ごとに緊急時の訓練を行
っている。 
 
 

 
 
 
 
 
・立山駅の案内センターにて、ポケ
トークにより典型的な質問に対す
る回答を操作する様子を確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・車両に乗車して案内放送を確認し
た。短い運行時間では２か国語に留
まることはやむを得ないが、他の外
国語圏の旅行客も楽しめる工夫が
できるとさらに旅客利便が向上す
ると考える。 
 
・利用者への情報提供全般に関して
は、引き続き利便性の向上を図られ
たい。 
 
・今後、計画運休が発生する状況に
備えて、引き続き定期的な訓練等を
実施されたい。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・引き続き、多言語案内可能なスタッフを配
置するなど、訪日客の利便性向上を図って
まいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・引き続き、車両放送の向上に努めるととも
に、２か国語（日・英）以外の言語案内につ
いても工夫し、利便性向上に努めてまいり
ます。 
 
 
 
・異常時においても迅速で的確な情報提供
に努めてまいります。 
 
 
・計画運休を実施する場合、的確な対応が取
れるよう訓練等を検討してまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 



３．他の交通モード 
との連携 

 
 
 
 
４．帰宅困難者対策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．ダイヤ改正における 

入念な事前説明 
 
 
 
 
６．賠償責任保険への 

加入状況 
 
 
 
 
 
７．その他 
 
 
 

・代替輸送に係る協定等の締結はない
が、社内にバス部門があることから、代
替輸送が必要になった場合は臨機応変
に対応している。 
 
 
・観光路線であるため、これまでに帰宅
困難者が発生する状況は想定しておら
ず、該当事案も発生していないことか
ら、マニュアルの策定や、訓練等は行っ
ていない。そのため防災備蓄品は備えて
いないものの、駅舎を開放することや、
各駅の売店や食堂の販売品で食料や防
寒着等の対応は可能である。仮に天気の
急変等で運行できなくなった場合には
代行バスを手配する。 
 
 
・ダイヤ改正自体がほぼ無いが、富山県
他関係市町村と適宜情報交換を行って
いる。 
 
 
 
・総合賠償責任保険（ビジサポ保険）に
加入し、人身事故１億円、１事故５億円
の損害額に対応している。ＥＶバス移行
後も同様の補償額の保険に加入予定で
ある。 
 
 
→ 

・自然災害や、万一の事故等、緊急
時に備え、訓練の機会等を通じて、
貴社バス部門との速やかな車両手
配等連携の向上を期待したい。 
 
 
・運行期間中に予見できない大規模
な自然災害が発生した場合に備え
て、売店等では確保できない防災備
蓄品の備えを検討されたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・他社路線との接続時刻調整等に伴
うダイヤ改正の際には、関係者との
情報共有を密にして対応を図られ
たい。 
 
 
・鉄軌道事業は多くの旅客の命を預
かる事業であるため、ひとたび事故
が起きると非常に大きな損害が発
生するので、引き続き安全運行に努
められたい。 
 
 
・立地上、バリアフリー化が困難な
施設も多いということであるが、美
女平駅にて車椅子のお客様がバス
から降車する際に、複数の職員が手
際よくお手伝いする状況を確認し
た。旅客支援に関する日頃からの職
員教育の結果であり、今後とも継続
されたい。 

・引き続き、異常時に的確な対応が取れるよ
う訓練を実施するなど、社内連携の強化に
努めてまいります。 
 
 
 
・予見できない自然災害の発生に備え、防災
備品の備えについて検討してまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・引き続き、関係箇所との定期的な情報交換
に努めてまいります。 
 
 
 
 
・来年度よりトロリーバスから電気バスへ
移行しますが、これまでの経験を活かし、引
き続き安全運行に努めてまいります。 
 
 
 
 
・引き続き、車椅子のお客様など障害のある
方が安心してご利用いただけるよう努めて
まいります。 


